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受賞の喜び

　去る 2 月 28 日、多くの方々のおかげで第 41
回琉球新報活動賞（社会活動部門）を受賞しまし
た。その様子と私たちの活動を報告いたします。
　琉球新報活動賞は社会の一隅を照らす活動を
行なっている団体や個人を表彰するもので今
回、5 団体・2 個人が表彰されました。
　小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」は平成
5 年に小児在宅人工呼吸療法医療基金として設
立された任意団体です。
　平成の世の中になり在宅人工呼吸療法が行な
われるようになりましたが当時は「在宅」での
人工呼吸療法は想定されておらず医療保険の適
応がありませんでした。人工呼吸器は当時でも
200 万円かかりました。到底個人で負担するこ
とはできず寄贈をお願いすることになりまし
た。一般からの寄付金も集まり平成 5 年 5 月浦
添ウエストライオンズクラブから県立那覇病院
へ第 1 号となる携帯用人工呼吸器の寄贈があり
ました。それを機に浄財の受け皿となる基金と
しててぃんさぐの会が設立されました。その後
続々と県内の病院へ人工呼吸器が贈呈され子ど
もたちが自宅へ帰ることができました。
　会員は医師や看護師、保健師、医療ソーシャル

ワーカー、臨床心理士、理学療法士、薬剤師、救
急隊員、医療機器メーカー職員など医療・保健・
福祉の関係者が対象児とその家族を囲むように構
成され程なく教育関係者も仲間となりました。当
時の県立那覇病院小児科高良吉広先生（現　安謝
小児クリニック院長）が会長となり以後 20 余年
にわたり会を引っ張っていただきました。
　その後、在宅人工呼吸療法は保険適用となり
会の当初の目的は達成されましたが、制度のは
ざまで様々な医療機器の必要性は変わることな
く平成 12 年に会の名称を現在の小児在宅医療
基金てぃんさぐの会と改め吸引器やパルスオキ
シメーターの無料貸し出しを続けています。
　私たちの活動のもう一つの柱は難病の子ども
とのサマーキャンプやピクニックの開催と障害
ケア研修会やボランティア養成講座、小児在宅
医療連携強化など多岐にわたっています。
　これらはすべて在宅医療を必要とする子ども
たちが「輝きながら今を生きる」ことの支援に
繋がっています。
　医師会員の皆様へは会の活動をご理解いただ
きご協力ご支援いただけますようお願い申し上
げます。

第 41 回琉球新報活動賞 
（社会活動部門）を受賞して

冨名腰　義裕小児在宅医療基金　てぃんさぐの会　会長
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同時頃にゴールして、完走賞として学会大会ロ
ゴ入り白 T シャツをいただきました。

　このときの懇親会会場表彰式の席で、次回「京
都でも面白いのでやります。」と 2019 年京都府
立医科大学大会会長が宣言され、今回 2019 年
3 月もありました。今年も T シャツをいただこ
うと職場近くの公園でできるときに週2～3回、
往復約 3 ㎞を走って準備しました。風邪をひい
たり、雨を理由にさぼりましたから、あまりま
じめに準備したとは言えませんが、前回よりは
少しは準備した気分でした。しかしながら今年
の演題発表時間セッション開始時刻が直前に発
表され、なんと午前 8：45 開始となっていまし
たので、走るべきかどうか迷いました。前準備
の出来具合とその日の体調等勘案して参加しま
した。宝ヶ池公園で走ることになっていました。
宝が池は、かんがい用の溜池として江戸時代中
期に造られたもので、最初は湧き水をせき止め
ただけの小さなものだったそうですが、次第に
提を高め、江戸時代後期にほぼ現在の大きさに
なったとされています。京都松ヶ崎付近は古く
から景勝の地として知られていて、この地を公
園化する計画が具体化したのは、昭和 17 年に
防空緑地として都市計画が決定されたことに始
まるそうです。昭和 36 年に、国立京都国際会
館が北川隣接地に建設されることが決定してか
ら、整備が大幅に進み、現在の姿になっている
ようです（京都市情報館ホームページより）。

T シャツ　ロゴ

　とりとめないお話を記しますので、お忙しい
方はどうぞ次の方の原稿をお読みください。
　昔は那覇市古島興南高校前に住んでいました
ので、運動でよく安里十字路まで往復ランニン
グをしていました。興南高校前バス停から安里
十字路まではおよそ 1.5 ㎞で、往復 3 ㎞を日課
にしていました。走り始めの頃は往復 15 分以
上かかっていましたが、続けていくうちに 12
分台まで縮めることが出来ました。そのころは
おもろまちなどまだ開発されていない頃でした
から、今のおもろまちモノレール駅近く東横イ
ン通りから真嘉比に抜ける巨大な道路も無く、
歩道はありましたので、歩道上を走り、それほ
ど信号待ちなどせずに走ることが出来たもので
す。運動されない方からすると「どうして走る
のですか？」と尋ねられることもありましたが、
走った後の充実感、清々しさ、健康に良いかも
しいれない…という満足感で走っていました。
現在は運動不足で、職場の階段を昇るくらいで
あまり走る機会が無いのですが、参加させてい
ただいている学会で 2018 年から Fun run と称
して学会 2 日目朝 7 時から、走る方は 5 ㎞、歩
く方は 3 ㎞のフィジカル企画なるものが始まり
ました。2018 年は学会直前に開催案内があり、 
千葉県立幕張海浜公園スタート海浜大通沿い美
浜大橋を渡り、千葉県救急医療センター近くを
雨の中走り往復しました。生憎小雨が降ってい
ましたので iPhone を持たずに走りましたから、
何分で走ったかわかりませんが、数年以上 3 ㎞
さえも全く走らずに参加しましたので、完走で
きるのかも少し心配しながらの参加でした。幸
い大きな問題なく、学会大会長と学会理事長と

運動不足であります。

沖縄協同病院
集中治療科循環器内科

佐久田　豊
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　宝ヶ池の周りがランニングコースで昨年の千
葉の時よりは車の排気ガスにさらされる感じは
無く、走るには良好な環境でした。宝ヶ池 1 周
は 1,500m しかないため、一部池から離れるコー
スを走り、かつ 2 周しましょうというコースで
した。しょうぶ園の看板前がスタート地点であ
りゴール場所でした。

京都国際会館

しょうぶ園 

　石が地面にごつごつあり路面の舗装の程度は
千葉が良かったのかなと思いました。走り始め
は快調でしたが、晴れているのにも関わらず、
両手がかじかんで痛くなり手袋を持ってくれば
よかったなと中盤悔やまれました。昨年同時着
であった学会理事長は走るフォームも端正で
綺麗で私を追い越されて行かれ、今年はさらに
練習をされたのだなと思いました。大会長は私
よりも遅かったので私はビリではありませんで
した。でも後ろのグループであったのは間違い
ありません。iPhone でタイムを記録しました
が、29 分台でした。1 位の方は 19 分台で走り
終わったようです。走り終わった直後から左脚
のふくらはぎの血管が切れたように痛く硬くな
り、これはまずいと思いました。完走賞の大会
ロゴ入り T シャツをいただき、学会マーク入
り兆雅せんべいとお茶を手にしてシャワーを浴
びに素早くランニング会場を後にしました。午
前 8：45 開始のセッションに間に合うかが気
がかりでした。朝ごはんは牛乳 1 杯　卵焼き
2 ピース　ベーコン 2 枚のみで我慢しました。
ゆっくり食べているととても間に合わないと思
いました。ギリギリ 1 番目の方の発表開始時刻
程度に間に合い、順番通り 2 番でプレゼンテー
ションを済ませました。左脚がつって痛かった
のを我慢しての発表でした。日頃の運動不足が
たたっているので今後気を付けたいと考えてい
ます。最近「運動は中高齢でスタートしても
死亡リスクを十分に低減できる」（JAMA Netw 
Open. 2019 Mar 1;2（3）: e190355. ）の論文を
目にしましたので今後も運動頑張りたいと思っ
ている今日この頃であります。
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（ 5月 10 日～ 7月 9日）

05/16
（木）

19：00

ザ・ナハテラス 第46回沖縄うふいち会
(日医生涯教育講座)
①OACS吸入指導班の取り
    組み
②当院の抗体製剤使用症例の
    検討
③気管支喘息・COPD診療
    における最近の話題

①伊志嶺　朝彦(中頭病院呼吸器
    内科部長)
②佐藤　陽子(豊見城中央病院呼
    吸器内科医長)
③藤田　昌樹(福岡大学医学部呼
    吸器内科教授)

①10)0.5単位
②45)0.5単位
③79)1.0単位

アステラス製薬（株）
稲垣　裕介
098-860-6753
参加費 なし

05/16
（木）

19：30

ユートピア沖縄多

目的ホール

排尿障害診療を通した働き方

改革～コメディカルを巻き込

んだ業務改善～

(日医生涯教育講座)
排尿障害診療を通した働き方

改革～コメディカルを巻き込

んだ業務改善～

嘉手川　豪心(沖縄協同病院泌尿器
科部長)

65)1.5単位 沖縄県保険医協会

照屋　政貴

098-832-7813
参加費 なし

講演会・例会のご案内(5月10日～7月9日)

開催日 場所 名称 講師 CC・単位 問合せ先

参加費

05/11
（土）

18：30

沖縄県医師会館 皮膚疾患エキスパートセミナー
「実地診療ですぐに役立つ！皮
膚疾患の診かたと治療のコツ」
(日医生涯教育講座)
①外用薬を最大限に活用する
    方法
②帯状疱疹・単純疱疹の治療
    戦略

①常深　祐一郎(埼玉医科大学皮
    膚科教授)
②白濱　茂穂(聖隷三方原病院院
    長補佐兼皮膚科部長)

①82)1.0単位
②26)1.0単位

（株）メディカルトリビューン
植田　佐知子
03-6841-4544
参加費 なし

発熱

カリキュラムコード(略称：ＣＣ）

相補・代替医療（漢方医療を含む）

生活習慣
終末期のケア
在宅医療
気管支喘息

排尿障害（尿失禁・排尿困難）

肉眼的血尿

乏尿・尿閉

慢性疾患・複合疾患の管理

視力障害、視野狭窄

けいれん発作

目の充血
聴覚障害

歩行障害
四肢のしびれ

胸やけ
腹痛
便通異常(下痢、便秘)

鼻漏・鼻閉

咳・痰

鼻出血
嗄声

不安

褥瘡
背部痛
腰痛
関節痛

成長・発達の障害
流・早産および満期産
気分の障害（うつ）

脳血管障害後遺症
骨粗鬆症
糖尿病
脂質異常症
高血圧症

熱傷
外傷

肛門・会陰部痛

医療制度と法律
医療の質と安全
感染対策
医療情報
チーム医療

体重増加・肥満
浮腫

その他
言語障害
失神ショック

急性中毒
多尿
精神科領域の救急

吐血・下血
嘔気・嘔吐

予防と保健

医療と介護および福祉の連携
災害医療
臨床問題解決のプロセス

地域医療 認知能の障害
頭痛

医師のプロフェッショナルリズム

体重減少・るい痩

全身倦怠感
身体機能の低下
不眠
食欲不振医師一患者関係とコミュニケーション

医療倫理：臨床倫理
医療倫理：研究倫理と生命倫理

心理社会的アプローチ

リンパ節腫脹
発疹
黄疸

胸痛
動悸
心肺停止
呼吸困難

誤飲
嚥化困難

誤嚥
めまい
意識障害

05/14
（火）

19：00

沖縄県医師会館 沖縄腎フォーラム定例会
(日医生涯教育講座)
①文献紹介・抄読会
②定例検討会

①未定(未定)
②未定(未定)

①9)0.5単位、
   15)0.5単位
②1)0.5単位、
   73)0.5単位

沖縄腎フォーラム
松原　隆
098-851-3077
参加費 なし
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開催日 場所 名称 講師 CC・単位 問合せ先

参加費

※最新の情報はホームページで逐次更新していますので、ご確認ください。
※お願い：7月10日～9月9日迄の講演会例会等が決まれば、5月25日迄に業務1課(098-888-0087)へご一報下さい。

06/26
（水）

19：30

沖縄県医師会館 沖縄消化器内視鏡会6月定例会
症例提示およびミニレクチャー

未定（那覇市立病院） 浦添総合病院
譜久村　由美子
098-878-0231
参加費 なし

05/31
（金）

19：10

ANAクラウンプ
ラザホテル沖縄

ハーバービュー

第7回沖縄PTH研究会
(日医生涯教育講座)
①整形外科領域におけるPT
    H製剤の有用性と落とし穴
②下腿関節内骨折治療アップ
    デート

①高畑　雅彦(北海道大学大学院
    医学研究院機能再生医学分野
    整形外科学教室准教授)
②野田　知之(岡山大学大学院医
    歯薬学総合研究科整形外科学
    講座教授)

①59)0.5単位、
   60)0.5単位
②57)0.5単位、
    61)0.5単位

旭化成ファーマ（株）
四宮　康雄
098-869-9540
参加費 整形外科医2,000
円・他科医師1,000円

06/01
（土）

19：10

ダブルツリーｂｙ

ヒルトン那覇首里

城

平成31年沖縄県排尿関連病態
研究会
(日医生涯教育講座)
小児昼間尿失禁の診療アルゴリ
ズム作成の試み

中井　秀郎(自治医科大学とちぎ子ど
も医療センター)

65)1.0単位 アストラゼネカ（株）
稲垣　裕介
098-860-6753
参加費 なし

05/19
（日）

14：00

沖縄県市町村自治

会館

医科歯科合同研究会

(日医生涯教育講座)
当院の他職種・医療連携によ

る入院患者の口腔管理をベー

スとした周術期口腔機能管理

の現状について

新垣　敬一(沖縄県立中部病院歯科
口腔外科部長)

10)2.0単位 沖縄県保険医協会
照屋　政貴
098-832-7813
参加費 なし

05/22
（水）

20：00

ラグナガーデンホ

テル

第65回沖縄耳鼻咽喉科懇話会
(日医生涯教育講座)
耳鼻咽喉科領域における難治性
気道疾患の病態と制御

山田　武千代(秋田大学大学院医学
系研究科耳鼻咽喉科頭頸部外科学
講座教授)

49)0.5単位、
83)0.5単位

（株）ツムラ
峠　大輔
098-862-0079
参加費 参加費500円

06/11
（火）

19：00

沖縄県医師会館 沖縄腎フォーラム定例会
(日医生涯教育講座)
①文献紹介・抄読会
②定例検討会

①未定(未定)
②未定(未定)

①9)0.5単位、
  15)0.5単位
②1)0.5単位、
  73)0.5単位

沖縄腎フォーラム
松原　隆
098-851-3077
参加費 なし
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令和元年度沖縄県医師会産業医研修会実施計画

申込み
研修番号 研修会名 日　時 場　所 カリキュラム

（付与単位数） 講師名 講師所属 研修タイトル

終
了

基礎研修
（前期のみ）

4月18日（木）�
18：30～

22：30

沖縄県医師会館�
2階会議室2

（1）作業管理（2単位）�
（2）�健康保持増進�

（2単位）

（1）青木　一雄�
（2）清水　隆裕

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�ちばなクリニック健
康管理センター医長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1）�過重労働対策として
の作業管理の進め方

（2）�産業医として診る健
康診断

B

基礎研修�
（前期のみ）

5月16日（木）�
18：30～

22：30

沖縄県医師会館�
2階会議室2

（1）�産業医活動の実際�
（2単位）

（2）�有害業務管理 �
（2単位）

（1）青木　一雄�
（2）伊志嶺　隆

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�伊志嶺整形外科院長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1）�業医活動実施に向け
ての留意点

（2）�産業医が知っておく
べき有害業務管理

C

基礎（後期）、
生涯
（更新・専門）

6月13日（木）�
18：30～

22：30

沖縄県医師会館�
3階ホール

（1）�労働衛生管理体制�
（総括管理）�
（2単位）

（2）�労働衛生関係法規
と関係通達の改正 
（2単位）

（1）青木　一雄�
（2）加藤　浩司

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�加藤社会保険労務士
事務所

（1）�労働衛生管理体制の
構築に向けて、産業
医としてどのように
係わるか ?

（2）�関係法規及び通達を
読み解き、背景を含
めて改正の動向につ
いて理解を深める

D
基礎（実地）、
生涯（実地）

7月4日（木）�
18：30～

21：30

沖縄県医師会館�
3階ホール

（1）�メンタルヘルス�
対策（3単位）

（1）山本　和儀 （1）�山本クリニック院長・
沖縄産業保健総合支
援センターメンタル
ヘルス相談員

（1）�ストレスチェックに
おける産業医の面接
指導とその後の展開
※定員 60 名

E

基礎（後期）、
生涯（専門）

8月3日（土）�
18：30～

22：30

沖縄県医師会館�
3階ホール

（1）�健康管理（2単位）
（2）�作業管理（2単位）

（1）青木　一雄�
（2）清水　隆裕

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�ちばなクリニック健
康管理センター医長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1）�産業医としての健康
管理のミニマム・リ
クワイアメント

（2）�作業管理とは労働時
間と作業時間に注目
して

F

基礎（後期）、�
生涯（専門）

9月12日（木）�
18：30～

22：30

沖縄県医師会館�
3階ホール

（1）�有害業務管理�
（2単位）

（2）�労働衛生教育�
（2単位）

（1）青木　一雄�
（2）清水　隆裕

（1）�琉球大学大学院 医学
研究科衛生学・公衆
衛生学講座教授

（2）�ちばなクリニック健
康管理センター医長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

（1）�有害業務による健康
障害の防止～労働衛
生の原点から化学物
質のリスクアセスメ
ントに向けて～

（2）�労働衛生教育の対象
と実際

G
基礎（後期）、�
生涯�
（更新・専門）

10月10日(木)�
18：30～

22：30

沖縄県医師会館�
3階ホール

(1)�労働衛生関係法規
と関係通達の改正 
（2単位）

(2)�メンタルヘルス�
対策（2単位）

(1)加藤　浩司�
(2)山本　和儀

(1)�加藤社会保険労務士
事務所

(2)�山本クリニック院長・
沖縄産業保健総合支
援センターメンタル
ヘルス相談員

(1)�関係法規及び通達を
読み解き、背景を含
めて改正の動向につ
いて理解を深める

(2)�働き方改革の時代の
産業医の役割

H
基礎（実地）、�
生涯（実地）

11月9日(土)�
18：30～

21：30

沖縄県医師会館 (1)�職場巡視と討論�
（3単位）

(1)伊志嶺　隆 (1)�伊志嶺整形外科院長・
沖縄産業保健総合支
援センター産業医学
相談員

(1)�バーチャル職場巡視
と討論

※単位制の研修につき、時間厳守でお願いします。遅刻や途中退室は単位認定ができませんのでご注意ください。
※上記研修会は日本医師会へ申請中です。場所、研修タイトル等が変更になる場合がありますのでご注意ください。
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申込み日

診療科目

ＦＡＸ

メモ欄

連絡先

沖縄県医師会業務1課(久場)

ＴＥＬ：０９８－８８８－００８７

ＦＡＸ：０９８－８８８－００８９

ストレスチェックの共同実施者に
なることについて

　①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

地区医師会との情報共有 　①　許可する　　　　　　②許可しない

病院から事業所までの所要
時間（片道）

　①30分程度　②45分程度　③1時間程度　　④時間は気にしない

事業所への訪問、実施曜日
(事業所訪問は基本月1回)

　①企業の都合に合わせる　②双方相談のうえ調整

(　)に第何週か記入下さい 　①第（　）水曜日　②第（　）木曜日　③第（　）土曜日

ストレスチェックの実施者になる
ことについて

　①　承諾する　　　②承諾しない　　　③要相談

業種について
　①建設業　②製造業　③運送業　④サービス業

　⑤ＩＴ業　⑥その他（　　　　　　　　　　　）

　嘱託産業医を受託する際のご希望をお聞かせ下さい。

項　　目 　ご　希　望　条　件

実施可能件数 　1件　　・2件　　・3件　　・4件　　・5件以上

事業所規模
　従業員数

　①５０人～９９人　②１００人～１４９人　③１５０人以上

住　　　所

電話番号
　　

メールアドレス

令和　　　年　　　月　　　日　（　　　）

ストレスチェック後の高ストレス者
に対する面接指導について

　①　実施可能　　　②実施不可　　　　③要相談

嘱託産業医活動情報書

産業医氏名
　

医療機関名
　

沖縄県医師会では、事業場からの産業医紹介依頼に対応するため、産業医としての契約を希望されている
先生方の情報を取りまとめたいと考えております。ご協力いただける方は下記事項に記入いただき提出を
お願い致します。
※事業場との契約内容（報酬等）については、事業主と産業医の相談により決定となります。
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疾 病 定点区分

9週 10週 11週 12週 13週

3/3 3/10 3/17 3/24 3/31（定点あたり）

報告数 報告数 報告数 報告数 報告数
インフルエンザ インフルエンザ 564 355 337 302 277 （4.78）

RSウイルス感染症 小児科 8 12 10 12 16 （0.47）

咽頭結膜熱 小児科 8 4 7 22 12 （0.35）

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 小児科 54 65 48 60 57 （1.68）

感染性胃腸炎 小児科 67 96 91 98 89 （2.62）

水痘 小児科 26 15 10 11 12 （0.35）

手足口病 小児科 11 11 8 9 15 （0.44）

伝染性紅斑 小児科 71 45 37 45 32 （0.94）

突発性発疹 小児科 10 17 12 16 11 （0.32）

ヘルパンギーナ 小児科 1 0 1 0 2 （0.06）

流行性耳下腺炎 小児科 2 2 2 7 2 （0.06）

急性出血性結膜炎 眼科 0 0 0 0 0 （0.00）

流行性角結膜炎 眼科 11 9 9 9 13 （1.30）

細菌性髄膜炎 基幹 1 0 0 1 0 （0.00）

無菌性髄膜炎 基幹 1 0 0 1 0 （0.00）

マイコプラズマ肺炎 基幹 1 6 0 1 4 （0.57）

クラミジア肺炎（オウム病を除く） 基幹 0 0 0 0 0 （0.00）

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 基幹 1 0 3 0 0 （0.00）

沖縄県感染症発生動向調査報告状況
（定点把握対象疾患）

※１．�定点あたり・・・対象となる五類感染症（インフルエンザなど 18の感染症）について、沖縄県で定点として選定された医療機関�
からの報告数を定点数で割った値のことで、言いかえると定点１医療機関当たりの平均報告数のことです。�
（インフルエンザ定点 58、小児科定点 34、眼科定点 10、基幹定点 7点）

※２．�最新の情報は直接沖縄県感染症情報センターホームページへアクセスしてください。�
麻疹の情報も随時更新しております。

　　　http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/eiken/kikaku/kansenjouhou/home.html
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